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「
村
雲
ま
ち
協
」
の
基
本
的
な
視
点
を
「
元
気
で
明

る
い
ま
ち
づ
く
り
」
、
「
エ
コ
と
生
活
文
化
の
息
づ
く
ま

ち
」
な
ど
と
し
、
２
／
１
０
締
め
切
り
で
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
す
る
「
ま
ち
協
」
会
館
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
を

広
く
募
集
。
・
締
切
日
を
延
長
し
て
、
３
／
末
と
し
ま

す
。 

・
提
出
先 

総
務
部
会 

澤
良
兼
宛
（
・
住
所 

細
工
所
１
７
６
の
１ 

・
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
９
ー

５
５
７
ー
０
１
９
２
）
ハ
ガ
キ
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
話

で
も
可
。
４
月
の
役
員
会
で
選
考
・
決
定
。
優
秀
作
品

に
つ
い
て
は
、
４
月
の
総
会
（
評
議
員
会
）
で
表
彰
。 

 

   
 

 
 

  
 

  

二
月
二
〇
日
（
土
）
、
「
村
雲
ま
ち
協
」
開
設
セ
レ
モ
ニ

ー
を
第
一
部
開
設
式
（
一
〇
時
〜
）、
第
二
部
「
村
雲
冬
ま

つ
り
」（
一
一
時
三
〇
分
〜
）
と
し
て
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

事
務
所
前
で
は
「
む
ら
く
も
市
場
」
の
開
設
を
め
ざ
し
、

業
者
や
団
体
の
方
々
の
出
店
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
豚

汁
、
餅
つ
き
、
お
に
ぎ
り
な
ど
軽
食
も
用
意
し
ま
す
。 

   

「
ま
ち
協
」
拠
点
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
は
２
／
４ 

に
完
工
、
施
工
主
の
有
限
会
社
西
村
工
務
店
よ
り
、
引
き

渡
し
を
完
了
し
た
。
県
の
助
成
額
の
限
度
内
で
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
で
、
事
務
室
、
調
理
室
、
ト
イ
レ
の
新
設
、
多
目

的
ホ
ー
ル
の
天
井
、
壁
面
、
（
床
面
は
そ
の
ま
ま
）
、
入
口

の
屋
根
（
２
ヶ
所
）、
事
務
所
看
板
等
が
主
な
改
装
と
な
っ

て
い
る
。
屋
根
、
床
面
の
塗
装
は
今
後
の
課
題
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

机
、
椅
子
、 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

映
写
幕
、
演
台
、

コ
ピ
ー
器
、
マ

イ
ク
等
備
品
も

整
い
、
ま
ち
づ

く
り
の
拠
点
と

し
て
会
員
の
み

な
さ
ん
が
気
軽

に
使
っ
て
い
た

だ
け
る
施
設
に

生
ま
れ
変
わ
り 

ま
し
た
。「
ま
ち
づ
く
り
」
向
け
て
活
発
な
議
論
が
か
わ
さ 

れ
、
地
域
福
祉
と
生
活
文
化
の
息
づ
く
ま
ち
の
拠
点
と
し 

て
‥
‥
。 

 

 

城
東
青
年
団
の
音
楽
好 

き
な
仲
間
で
グ
ル
ー
プ
を

結
成
。
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ

や
カ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
の
道
一
筋
で
３
８
年

間
音
楽
活
動
を
続
け
、
今

日
に
至
る
。
１
９
８
８
年

「
兵
庫
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ

ェ
ス
タ
」
に
応
募
し
て
歌

っ
た
「
ち
ぎ
れ
雲
」
が
県

知
事
賞
を
受
賞
。
こ
の
頃

か
ら
「
唄
の
心
」
を
大
切

に
し
て
活
動
。
８
月
よ
り

１
１
月
は
土
、
日
が
な
い

く
ら
い
引
っ
張
り
だ
こ
。 
        ２９年間、但馬、温泉町な 

どで教員を務める。１９６
１年より兵庫のわらべうた・民謡の採集、採譜 
を続け今日に至る。伝承芸能の学校教育を実践。
「紙ふうせん」（円山川舟唄、糸紡ぎ唄）と活動。
「但馬のわらべうた１・２集」、「兵庫のわらべ
うた」等著書多数。７６歳の今もハーフマラソ
ン等元気。曲目は「麦かち唄」（今田町黒石）、
糸紡ぎ唄」（西紀町栗柄）など…。 

 
 

  

・
３
月
１
８
日
（
木
）・
毎
月
第
３
木
曜
日
に
定
例

で
開
催
、・
会
費
１
回
５
０
０
円
・
会
場
「
ま
ち
協
」 

ホ
ー
ル
・
講
師 

西
本
忠
久
氏
（
市
書
道
協
会
長
） 

希
望
者
歓
迎
（
申
込
は
林
芳
子 

５
５
８-

０
８
２
７

ま
で
） 

    

・
と
き 

２
月
２
７
日
（
土
）
午
後
１
時
３
０
分
〜 

・
と
こ
ろ 

「
ま
ち
協
」
多
目
的
ホ
ー
ル
（
草
ノ
上

９
７
） 

・
聴
講
料 

２
０
０
円 

・
講
師 

小
田

芳
三
氏
（
丹
波
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）・
昨
年
第

１
回
講
演
大
変
好
評
で
し
た
。「
村
雲
の
特
産
や
庭
先

野
菜
」
考
え
る
会
に
な
る
よ
う
多
数
の
方
の
参
加

を
！ 

 
 

・
と
き 

３
月
１
２
日(

金)

午
前
９
時
３
０
分
〜 

・
と
こ
ろ 

村
雲
小
学
校
調
理
室 

・
料
理
等
お
手

伝
い
を
し
て
い
た
だ
く
方
ど
な
た
で
も
歓
迎 

  

・「
村
雲
の
自
然
と
歴
史
を
歩
く
」
奥
篠
山
オ
リ
エ

ン
ト
回
廊
（
村
雲
ウ
ォ
キ
ン
グ
周
回
コ
ー
ス
）
の
案

内
ビ
デ
オ
（
パ
ソ
コ
ン
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
）
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
。
各
集
落
の
集
ま
り
で
見
た
い
と
い

う
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。（
５
５
８ 

―
０
３
５
０
荒
木
ま
で
） 

 

・
と
き 

３
月
８
日
（
月
）
午
後
７
時
３
０
分
〜 

・
と
こ
ろ 

「
ま
ち
協
」
事
務
所 

・
定
例
役
員
会
の
定
例
日
を
変
更
し
、
毎
月
８
日
に

開
く
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
役
員
の
方
は
ご

承
知
お
き
下
さ
い
。 
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自
治
会
や
諸
団
体
の
協
力
で
！ 

「
ま
ち
協
」
は
、
２
月
３
日
の
「
校
区
自
治
会
と

の
第
２
回
連
絡
協
議
会
」
に
続
き
、
２
月
１
０
日
に

定
例
役
員
会
を
開
き
、
①
全
集
落
の
自
治
会
長
や
団

体
の
代
表
を
役
員
に
加
え
る
、
②
２
月
２
０
日
（
土
）

の
事
務
所
開
き
を
、
自
治
会
、
「
ま
ち
協
」
共
に
協

力
し
て
と
り
く
み
、
多
数
の
会
員
の
参
加
を
呼
び
か

け
る
等
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。 

 

  

◆
〈
第
一
部
〉
セ
レ
モ
ニ
ー 

（
受
付
午
前
９
時
３
０
分
、
開
会
１
０
時
） 

１ 

会
館
の
看
板
の
除
幕 

２ 

開
会
あ
い
さ
つ 

３ 
主
催
者
あ
い
さ
つ 

４ 
来
賓
あ
い
さ
つ
及
び
紹
介 

５ 

経
過
報
告 

６ 

会
館
施
工
業
者
花
束
贈
呈 

７ 

指
導
助
言
「
ま
ち
づ
く
り
に
期
待
す
る
こ

と
」
横
山
宜
致
氏
（
丹
波
の
森
専
門
指
導
員
） 

８ 

閉
会 

◆
〈
第
二
部
〉「
村
雲
冬
ま
つ
り
」 

 

１ 

鼓
篠
組 

 

２ 

長
谷
坂
栄
治
民
謡
リ
サ
イ
タ
ル 

３ 

県
多
紀
ハ
ッ
ピ
ィ
ボ
ー
イ
ズ
の
演
奏 

◆
（
第
１
回
む
ら
く
も
市
場
） 

 
 

事
務
所
前
広
場
に
、
東
雲
校
の
花
の
店
、
東 

雲
市
場
、
Ｊ
Ａ
青
空
市
場
、
業
者
の
神
農
会
や

個
人
の
出
店
な
ど
多
数
の
お
店
が
で
ま
す
。
売

れ
な
く
て
も
ご
め
ん
な
さ
い
。 

◆ 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
篠
山
市
の
推
進
す
る
「
ふ

る
さ
と
へ
帰
ろ
う
・
住
も
う
運
動
」
と
し
て
位
置
づ

け
て
い
ま
す
。 

都
市
に
住
む
子
や
お
孫
さ
ん
に
も
「
い
っ
ぺ
ん

帰
っ
て
こ
い
よ
。」
と
呼
び
か
け
て
い
た
だ
き
、
大

勢
で
賑
や
か
に
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

◆
〈
軽
食
の
ふ
る
ま
い
〉 

当
日
は
、
餅
つ
き
、
豚
汁
、
お
に
ぎ
り
等
（
無

料
）
の
軽
食
を
用
意
し
て
い
ま
す
。 

 

 
 

 
 

２
月
〜
３
月
の
と
り
く
み
の
案
内 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
村
雲
ま
ち
協
」
独
自
ネ
ッ
ト
を 

１
１
月
よ
り
開
設
い
た
し
ま
し
た
。
ア
ド
レ
ス 

「
村
雲
ネ
ッ
ト
－
村
雲
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」 

h
t
t
p
:
/
/
w
w

w
.
m
u
r
a
k
u
m
o

-
n
e
t/  

２ 

／ 

４ 

 
調 理

室 

ト イ

 

会議室（多目

的ホール） 

 
 

事 務

室 

建坪面積約５４坪 

（－はドアー） 

 
 
 
  

歴
史
と
伝
統
の
ま
ち
、

篠
山
に
、
デ
カ
ン
シ
ョ
節
に
続
く
新
し

い
郷
土
芸
能
の
創
造
を
め
ざ
し
、
１
９

９
０
年
１
７
名
の
若
者
に
よ
り
結
成
。

２
年
後
、
田
園
交
響
ホ
ー
ル
で
の
初
公

演
、
絶
賛
さ
れ
る
。
中
国
広
東
省
、
ア

メ
リ
カ
、
ワ
ラ
ワ
ラ
州
で
の
海
外
公
演
。

ふ
る
さ
と
篠
山
の
人
々
に
愛
さ
れ
る

「
鼓
篠
組
」
で
あ
り
た
い
と
練
習
は
続

く
。
今
夏
、
第
２
回
ア
メ
リ
カ
公
演
を

予
定
。
稽
古
と
公
演
の
な
か
、
う
ち
手

の
「
息
」
を
互
い
に
感
じ
な
が
ら
…
。 


